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ミツバチ巣箱と一体になった

飛来害敵用トラップの開発

M･D･Ifantidis,S.Chatzopoulos,P.Katikou

スズメバチなど,飛来する昆虫防除対策用に

考案された捕殺トラップ(わな)は多くの場合,

入り口が円錐形になっていて,昆虫がその内部

に入ると,二度と出られない構造になっている

(Edwards,1980).さらに,匂いで昆虫を誘引

する場合は,餌として,肉や魚,飲み物 (ワイ

ン,ビール他)などをトラップ内部に置いて使

用する.スズメバチ用のトラップはまた,人々

の生活圏や作業圏周辺に仕掛けられることが多

い.そこにスズメバチが飛来して,危険な目に

遭うのを避ける狙いがあるためである.

養蜂家は,特に温暖で乾燥した地域でミツバ

チを飼養する場合には,スズメバチの攻撃から

蜂群を守り,被害を最小限に食い止めるために

多大な努力を払っている.越冬したスズメバチ

の女王を早春に捕獲できれば,効率の良い対策

となるので,誘引トラップを蜂場内や周辺に設

置したり,あるいはミツバチの巣箱の巣門部分

に円錐形をした出入口や柵,スクリーンを取り

付け,ミツバチは出入りができるが,スズメバ

チには狭くて通れないような隙間を設けて,ス

ズメバチを捕殺するトラップも用いられている

(Morse,1980).

スズメバチ対策として,殺虫剤を中に仕込ん

だ餌を蜂場の周辺地域に撒いておくことも推奨

されている(Morse,1980).毒入りの餌をスズ

メバチが自分の巣に持ち帰り,やがて巣全体が

殺虫剤の効果で死滅する.だがこの方法では毒

入りの餌が周辺の環境を汚染し,結果的にスズ

メバチ以外の生物種にも多くの打撃を与えるこ

とになってしまう.

本稿では,養蜂家が蜂群を効率よく守ること

ができるように新規に開発されたトラップにつ

いて解説したい.このトラップは,年間を通し

て巣箱に飛来し,侵入を試みる数種の小型動物

の防除用であるが,その侵入者自身の巣を毒で

汚染せず,結果的に環境も汚さない,またこの

トラップの使用は同時に,蜂群内での殺虫ヲ札

殺ダニ剤の使用を最低限に抑え,生産されるハ

チミツ中に不適切な残留物が混入する危険を減

少させることにも貢献できる.

材料および方法

一体型巣箱底板トラップの構造

APIBURG⑧という名前で商品化された新開発

のトラップの構造を図1に示した.ステンレス

製の箱形本体 (図 1のAa)はこの上に置く巣

箱と同形で同じ大きさの底面をもち,細かい穴

をメッシュ状に開けた同素材の可動式天板が付

いている (図 1のBa).この天板がそのまま上

に置かれる巣箱の底板となり,トラップと巣箱

は一体構造となる.トラップ自体の重さは3.8

kgで,240kg以上の重みに耐える充分な強度

を持っている.

巣箱の底板代わりになるになるメッシュ状の

トラップ天板の下が箱形の本体部分で,その側

面には円錐形,または角錐形の入口がいくつか

開いていて,巣箱に飛来する小型侵入者をトラ

ップ内に誘導,捕捉する.トラップ本体に入っ

たスズメバチやほかの蜂類ノ チヽノスッヅリガ,

ハチノスムクゲケシキスイAelhl'nalumldaな

どは,一度入ったら二度と抜け出すことができ

ない構造になっている.

巣箱正面のミツバチの出入口の下部にも,水

平方向に長く伸びた狭い開口部がある (図 1

のE).ここからは特にハチノスッヅリガとハ
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チノスムクゲケシキスイが好んで侵入するが,

ミツバチやスズメバチは入ることができない.

巣箱の背面側からはトラップ底面のステンレ

ス板が引き出せる (図 1のAb).これにより,

蜂群を混乱させずに,手軽に素早くトラップの

清掃ができる.

トラップの四隅からはし字型の留め金が柱状

に上方に突き出ていて,天板と,その上に置く

巣箱の位置を固定し,安定させる.またこの留

め金は下側にもはみ出しており,蜂群を移動さ

せるときに,巣箱同士を上下でしっかり連結す

るのに役立つ.

巣門の調整

換気を巣門に依存しないので,トラップを付

けた巣箱では,開口部面積を,巣の外側で 10

cm2,内側で6cm2にまで狭くした木製の巣門

(図2のB)を取り付ける.また巣門の外側に

図1 左)巣箱底板トラップAPIBURG⑧の構造 Aa)ステンレス製の本体部分, Ab)トラップの底

部は清掃用に背面から引き出せる. Ba)底板トラップの天板はステンレス板に細かい穴がメッ

シュ状に聞いている.これが上に置く蜂児巣箱の底板を兼ねる. Bb)ミツバチケシキスイと

ハチノスッヅリガ用の補完的トラップ,E)トラップ正面の入口は横長に狭く開いている.右)

C-D部分の拡大断面図.蜂が入れるほどの隙間ではない.
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図2 着脱式型巣門トラップの構造.左上)正面図.巣門のすぐ上部にとり付ける.Bの黒い部分は

巣門.入口は狭く,着陸板はない.左下)後ろから見たところ.背面はステンレスメッシュ板

だが,巣門に近いところには木片 (A)が貼ってある.右)巣門付近の拡大断面図.Bは木製.



付属する着陸板は取り外しておく.

トラップの擬似餌

新型トラップでは,特別な餌を仕掛ける必要

はなく,活動する蜂群の匂い自体が,害敵をト

ラップにおびき寄せている.そこで,毒入りの

餌を作ったり,古い餌を捨て,新鮮なものに交

換するなどの手間は一切不要になる.

着脱式巣門トラップの構造

図 1のBbおよび図2に示す部品は,特にハ

チノスッヅリガとハチノスムクゲケシキスイ対

策用に考案された,小型で着脱可能な専用トラ

ップとなっていて,一般的な既製巣箱を一部手

･直しすれば取り付けられる.材質は一体型と同

じステンレスで,育児用箱正面の木製巣門のす

ぐ上の位置に差し込んで使用する.掃除のため

に取り外すこともできる.このトラップ入口の

隙間はミツバチやスズメバチが入り込めるほど

広くはない.背面部分のステンレス板はメッシ

ュ状に細かい穴が開いているが,虫が出られる

大きさではない (図2左下).

トラップ背面のステンレスメッシュ板の外側

で,巣門の上部に当たる部分には一部木材が貼

りつけてある (図2左下のA).これは外気温

が低いときに,巣箱の中から巣門へ向かうミツ

バチが,冷たい金属部分に触れることなく,暖

かい木材の上を歩いて行けるための工夫であ

る.

この巣門トラップも通年使用でき,ミツバチ

コロニーの換気に関して,常に効果的な役割を

果たす.蜂群を移動させるときに,巣門を閉じ

て,さらに通風確保のためにわざわざ換気口を

取り付ける必要はなくなる.

巣箱底板トラップの機能

APIBURG⑳がスズメバチ防除や盗蜂防止にど

の程度効果を上げるのか,2002年から2004

年まで3年連続で調査を行った.実験地はギ

リシャ北部,テッサロニキ市から北に50km,

キルキス市のアルギロウポリス (北緯39.5度,

標高90m)である.セイヨウミツバチ5群を
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用いて,その巣箱底にトラップを通年取り付け

た.1群は他の群とは離れた場所に置き,残り

4群はまとめて設置した.対照群として,普通

の底板を取り付けた巣箱で飼育している別の5

群を,その周囲に設置した.これら合計 10蜂

群のうち9群はギリシャ在来の系統であるマケ

ドニア種ApismelJl'feramacedonl'caで, lつ

の蜂群から養成して姉妹関係にある女王蜂を導

入したもので,残りの1群だけは黒みがかった

メリフェラ種A.m,melll'FeTaとした.10群と

も同じ程度の群勢にそろえて実験を開始した.

管理方法はいずれの蜂群についても,通年,同

じように行った,実験群の健康状態は,突励薬

剤を使用する一般的な方法で計画的に維持 ･管

理した.

捕獲結果

上記のような環境および生態的な条件,また

飼育管理の下で,巣箱底板 トラップには,ハ

チノスッヅリガ,ヨーロッパメンガタスズメ

AcherontI'aaETVPOS,ミツバチの働き蜂と雄蜂,

スズメバチなどが捕獲されていた.捕獲頭数は

実験期間を通じて,減少傾向にあった.なお,

2002年春には数頭の処女女王に率いられた,

遅めの分蜂群がトラップに入り込むといったケ

ースもあった.

3年間で捕獲されたスズメバチと働き蜂に関

するデータを表 1- 3にまとめた.

侵入者に対する巣箱底板トラップの有効性

表 1に示した結果は,特定の環境条件下での

み有効といえよう.捕獲頭数はその地域のスズ

メバチ生息密度とその群の群勢に大きく依存し

ており,ある年のある地点という要素によって

大きく変動するからである.

表 1 夏の終わりに実験群(n=5)の巣箱底板
トラップで捕獲されたスズメバチ数

/ミツバチ巣箱
最少 平均 最多

2002 138 479 682

2003 61 238 398

2004 112 325 537

平均 104 347 539
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表2 実験群(n=5)の巣箱底板トラップで捕獲されたスズメバチと働き蜂の数

平均捕獲昆虫頭数/ミツバチ巣箱

スズメバチ 働き蜂

実験時期 実験日数 合計 一日あたり 合計 一日あたり

10/27-ll/21 25 50 2 150 6

※2004年秋に実施

底板トラップの効果は,巣門周辺の状況も考

慮に入れないと,正しく評価できない.飛来す

る侵入者 (スズメバチや盗蜂)の行動を観察す

ると,巣箱に開いた入口が狭く,着陸板が短い

ときには,そこからすぐに入り込むのをかなり

蒔躍していることがわかる.したがって,巣門

の形状が狭いタイプの場合は,侵入の試みを諦

めてしまうことも多い.これは,巣門が狭けれ

ば門番蜂の密度が相対的に高くなるからと理解

できる.正面突破を数回試みてもうまくいかな

い侵入者は,底板トラップの側面に設けられた

角錘型の入口から放散される蜂群の匂いに誘わ

れて,やがてその中に入っていく (この入口に

は門番はいないので抵抗を受けることはない).

侵入者の多くはまず匂いに誘引され,その後に

トラップの入口を発見するのであって,事前に

この入口を確認しているということではないよ

うである.

表2に示されている,働き蜂捕獲数が1日1

群あたり6頭という数字は,この程度であれば

蜂場は通常の状態,つまり盗蜂が無視できる範

囲で,侵入者による被害はないものということ

を示している.

表3は1群あたりの捕獲ミツバチ数が集団で

置かれた群では,単独で置かれた群の4.3倍に

もなることを示している.これは捕獲されたミ

ツバチの大部分が,巣箱の入り口を間違えたそ

の蜂群本来の蜂ではなく,別の蜂群からきた盗

蜂であることを示唆している (つまり蜂群を密

集して設置すると盗蜂の可能性が高まるという

ことでもある).この推論は捕獲された蜂の体

色を見ることで裏付けられた.今回,1群だけ

用意した黒色のメリフェラ種の蜂群のトラップ

では,常に,捕獲頭数の1割弱のみが体色の黒

い自群の蜂で,残りの9割は他のマケドニア

種の蜂群からの盗蜂や迷い蜂であることが一目

瞭然であった.

1日1群あたりの捕獲頭数はこの実験地に

おいては,秋の半ばの時期 (150頭/25日-

6.00)が,夏の終わりの時期 (39頭/50日=

0.78)に較べて7.6倍も増えている.おそらく

これは秋になると採餌できる花蜜が減っている

ためであろう.この時期には採餌先を探す外勤

蜂が増え,これが盗蜂となりやすい.表2で

はこのレベルが無視できる範囲であったことか

ら,このトラップの利用により盗蜂が成功して,

多数の蜂が盗蜂として動員されにくくなってい

ることも示唆される.

ミツバチの生活にあたえる影響

蜂児巣箱の下にメッシュ状の底板トラップを

取り付けたままにしておくと,冬季の低温によ

る悪影響が懸念されるかも知れない.しかし蜂

群が一種の超個体として,大変優れた湿度調節

機能を持っていること(Heinrich.1981;South-

wick,1983,1991;Ifantidis,2003)を考えれば,

それほど重大な問題ではないということもでき

る.

養蜂家が注意すべき唯一のことは,越冬中の

蜂球を混乱させず,蜂球の近くに貯蜜が充分に

あるようにあらかじめ入念な越冬準備をするこ

とである.そのためには巣の上部に断熱カバー

を敷いてやるだけでよい(Ifantidis,2001).ミツ

バチが巣内の温度を調節するすぐれた能力を持

表3 2004年の夏に底板トラップを装着した巣箱で捕獲されたミツバチの数

時期 平均捕獲ミツバチ頭数/巣箱

実験期間 実験日数 MJ且Hm 単独設置群(a) グループ設置群(b) (b)/(a)

7/19-9/25 50 4 9 39 43



つことは,ギリシャのハルキディキ(Chalkidiki)

で,何世紀にも渡って使われてきた伝統的な底

のないスケップ巣箱(MorseandHoo°er,1985,

Ifantidis,2005)や,似たような例として,同

じくギリシャのマニ地方でかつて使われてい

た伝統的な石製巣箱 (Bikos,2004)のことを考

えれば,自ずと明らかだろう.

それでも私たちは,今回の実験で新型トラッ

プが蜂群に悪い影響を与えているかどうか,蜂

群あたりの年間ハチミツ生産量を指標として

評価することを試みた.まだ未発表のおおざ

っぱな算定ではあるが,木製底板の巣箱で飼

われた蜂群と,ステンレスメッシュ底板巣箱

の群とで,ハチミツ生産量に有意な差はなか

フた.この実験と同様の飼育環境条件,蜜源

植物条件であればハチミツ生産量は巣箱底板

の種類にかかわらず,一群当たりおおよそ 15

kg/年に達している･

この実験条件下におけるハチミツ生産量に対

するスズメバチの影響は評価できなかった.こ

れは,APIBURG⑧を取り付けた巣箱が近くに

あると,そのトラップの大きな開口部から蜂群

の匂いが盛んに漂っていて,蜂場に飛来した

侵入者はそちらに強く引きつけられてしまい,

その結果,一般的な木製底板の巣箱に本来平す

るはずであったスズメバチが相対的に減少し,

影響を評価することができなくなったからで

ある.同じ理由から,このトラップでハチノ

スッヅリガを捕獲することで,蜂群の建勢や

ハチミツ生産にどのような利益があるかを推

定するためには,さらなる研究を重ねる必要

がある.

私たちはこの巣箱底板トラップには本来の目

的である実際的な飛来害敵防除効果以外にも,

さまざまな使い道があると考えている.例え

ば,スズメバチの生活史と生息密度の変動を,

特定地域で経年的にモニタしていくためにも

APIBURG⑧は有力な道具のひとつとなりうる.

またハチノスムクゲケシキスイの季節ごとの,

あるいは1日の中での,移動の様子を観察す

る手だてとしても利用可能であろう.
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養蜂家にとってのAP旧URG◎の利点

①蜂群に及ぶスズメバチの脅威を,スズメバチ

の巣を破壊したり,環境を汚染することなし

に,最小限に抑えられる.

②盗蜂によってはっせいする直接,間接の諸影

響を抑制できる(Ifantidis,2005).盗蜂をト

ラップに閉じこめれば,他群の多くのミツバ

チを失うことが避けられ,また伝染病や寄生

ダニによる被害が伝播 ･拡大する危険も大幅

に抑えられる.APIBURG⑧の設置により,伝

染病や寄生ダニの蜂群間での伝播を抑制でき

ることが実験で証明されている.

③これにより巣板がノゼマ病,チョーク病,ア

メリカ腐姐病に汚染される可能性が下がるの

で,巣箱内での薬剤使用を提言することが可

能となり,ハチミツへの移行 ･残留の可能性

も大きく低下する.

④APIBURG⑧本体とハチノスムクゲケシキス

イ用着脱式巣門トラップを併用すれば,セイ

ヨウミツバチに対する新たな脅威であるこの

寄生昆虫の対策は充分となる.

⑤その結果,ハチノスムクゲケシキスイを防除

するために巣箱内や蜂場周辺で殺虫剤を使用

する必要がなくなる.

⑥巣門開口部が小さく,ハツカネズミが巣箱へ

侵入できない.

⑦巣箱底板がメッシュ状となっているため,通

風状態が維持されるので,蜂群の移動準備が

簡単になる.巣箱を連結固定し,巣門を閉じ

て出発,到着後は再びこれを開けるだけで,

手間が少なくなる.

⑧巣門の前に張り出した着陸板がないので,移

動時にトラックに巣箱を積む際,これまでよ

りも多くの巣箱を積める.

⑨トラップを付けた巣箱は底板がステンレスに

なるので,大変長持ちする.
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